
ステップ３
担任の先生が情報提供シートを
確認し、必要に応じて放デイへ
連絡する。

放課後等デイサービス（放デイ）
（市内 137か所 R3.7.1現在）

学校
（市立小学校 87校/市立中学校 43校）

ステップ１
学校への情報提供について保護者の
同意を得る。

本人・保護者

葵区 駿河区 清水区

番町小学校
麻機小学校
西奈中学校
東中学校

かぶとむしクラブ番町
といろ
はれのひ

川原小学校
大里西小学校
大里中学校
高松中学校

つばさ
つばさセブン
Konoki石田
ハッピーテラス静岡駅南教室

清水浜田小学校
清水有度第二小学校
清水第二中学校
清水第七中学校

ぱれっと
はれのひ
めだかのがっこう清水
あげは
ぱれっと草薙

ステップ２
放デイが作成した情報提供シートを
放デイの封筒に入れた状態で学校の先生または
事務室の職員へ手渡しをする。

学校での様子を注視
進路に関する情報の確認

情報提供書
・・・・・

・・・・・・
・・・・・・・
・・・・・・・
・・・・・・・

ふくろう連絡便

情報提供書
・・・・・

・・・・・・
・・・・・・・
・・・・・・・
・・・・・・・

ふくろう連絡便

ふくろう連絡便モデル事業（R４年度の取り組み・アンケートの実施）

ふくろう連絡便の目的
学齢期の児童に対して、学校と放課後等デイサービスが必要な情報を交換し、

教育と福祉が連携しながら一貫した支援を行うため。
R５年度の取り組み

・学校、放デイへふくろう連絡便の目的や実施方法を再度周知する

（校長会・各区放デイ連絡会等において年３回程度周知を行う）

・モデル実施事業所を募り、受け渡し方法や改善点の確認を行う

・事業所からの発信→相互に発信できるシステムに変更する

・放デイが本事業に期待していることを聞き取る

Ｒ
４
モ
デ
ル
校
等

アンケート結果による現況と課題
学校と事業所にふくろう連絡便の目的や意図が十分に伝わっていない

強制的に実施したため、必要性を感じないという放デイがあった

放デイからの発信のみを想定していたが、学校と放デイの双方より連絡したい内容がある

受け渡し方法を検証する必要がある

継続したやり取りができなかった
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